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物財バランス調整プロセスと集計一価格形成原則＊
ら

久　保　庭　真．彰

1　問 題

　社会主義経済の短期計画編成様式の問題点と可能性を

探るという意図のもとに，この20年間に多種多様な計

画調整プロセスの数学的モデルが提供されてきたことは

周知のとおりであるが，それらは次の2つの類型に区分

することができる。1つは，公定の固定価格体系を前提

として，古典的な物財バラン．ス＝多数財バランスを数量

誘導的に解くための手続きを主題とする，物持バランス

の《斉合的調整プロセス》である。いま1つは，伸縮的

価格体系を想定しつつ，より拡張された物財バランス条

件のもとでなんらかの国民経済的最適性規準を最大（最：

小）化するという課題を価格誘導的あるいは数量誘導的

に解決するための手続きを主題とする，最適物財バラン

スの．《最適調整プロセス》である。前者を代表するのは

ソ連型計画経済の核心をなす年次計画編成過程の抽象モ

デルである。ソ二型計画法を改善するために提起された

ノヴォジロフ（HOBO＞KH汀OB）の価格誘導的計画モデルと

Kornai－Liptゑkの数：量誘導的計画モデルとが最適調整

プロセスを代表するといえよう1）。、

　このように2類型に区分される計画モデルに共通する

方法態度は，処理されるべき国民経済的計画問題；《初

期モデル》の次元の大規模性という問題にその分割と逐

次解法とをもってこたえることにもとめられ，よう。しか

しながら，これまでのほとんどの計画モデルは，初期モ

デルの大規模性という問題への対応において2つの難点

を共有している。すなわち，第1に，調整プロセスにお

’いて財の品目の統合をともなう変量，パラメータの集計

がおこなわれないという前提が設けられている；第2に，

こうした前提にもかかわらずあるいはそれゆえに収束速

度は総じてのろい。これらの難点は，従来の調整プロセ

　＊　この論文は，昭和53年度文部省科学研究費（奨

励研究A）に基づく研究である。論文作成の過程で
BHHnH　OACyの刀lyAKHH教授，　BaxyTHHcKn営博
士から有益なコメントと文献の提供とを受けた。また

計算作業について特に当研究所電子計算機室の有田富

美子助手の援助を得た。ここに記して感謝する。
　1）　古典的な業績については・［20］・［23］参照。

スの厳密な運営が，短期計画計算に課される，情報処理

の容量・費用・時間についての厳しい制約条件、と適合し

ない，と予想させるにたるものである。実際，現実の短

期計画計算にあたって計画当局は多かれ少なかれマクロ

集計量を主としてとりあつかうし，中期・長期計画計算

にいたってはなおさらそうである。したがって，これま

での計画モデル論の成果を継承しつつ，計画当局と生産

諸単位がそれぞれマクロ集計量とミクロ分計量とを処理

し，同時に調整速度をも加速するような調整プロセス＝

《集計一分計調整プロセス》を上記の2類型の両者にわ

たって構成しその諸特性を調べるという課題が第1級の

重要性をもって浮び上ってくる。

　集計一分計調整プロセスの研究は，その重要性にもか

かわらず，これまではほとんどおこなわれてこなかった

が，若干の注目すべき試みは存在する。すなわち，ドゥ

ートキン（双yAKHH）・ヴァフテンスキー（BaxyTHHCKH恥

を中心とする研究集団の計画モデル全般にわたる一連の

試み，Manove－weitzman，　Johansenによる斉合的調

整プロセスへの集計一分計手続き導入の試み，プガチョ

フ（「lyraqeB）を中心とする研究集団の貢献，などがそれ

である2）。これらはそれぞれ独立して展開されたもので

あるが，形式的枠組としてはドゥートキン・グループの

ものがその他を包括している。

　本小論は，以上の状況認識のもとに，ドゥートキン等

のグループの研究をベースとして，集計一分計調整プ．ロ

セスについて若干の検討をおこなうことを意図レている。

　2）　［11］，［13］，［19］，［16］。ここでいう集計一分計

調整プロセスのことを双y八K冊グループは《逐次（反

復）集計プロセス（npoUecc　HTepaTHBHoro　arpe「HpoBa－

HHH）》と呼び，　rlyraqeBグループは《多段最適化の近

イ以法（annpoKcHMauHoHHa兄cxeMa　MHorocTyneHqaToH

onmM胚3aUH兄）》と名付けている。

　なお，この他，集計化と下位単位の自律性との関連

を論じた文献として［21］，［22コがある。また従来の数

学的に適切に定義された最適調整プロセスの収：束速度

が経験によれば総じてのういという点を改良するため

に，［17］は分解アルゴリズムの変種（man－mac垣ne

Pla箕ning　lnethod）を考案しているが，そこでは集

計一分計操作は考慮されていない。
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そのさい彼等においては必ずしも十分に注意が払われて

いない集計ウェイト＝価格体系の形成原則とその運用方
　　　　　　　　　サ
式とにとくに留意して議論を展開する。価格体系を重視

するのは次の2つの理由による。第1に，集計手続きを

導入すれば集計ウェイト＝価格体系を指定しなければな

らないが，そのさい集計一分計調整プロセスの運営のた

めに，どのような集計ウェイト＝価格体系を選択すべき．

か，ということが問題となるからである。第2の理由は，

社会主義のもとでの価格の形成原則とその運用方式とを

めぐる従来の議論がこの問題といかなる脈絡において結

びつきうるのかを調べることは，計画経済論の系統的な

拡張にとつ．て不可欠だと考えられる点にある。なお，本

稿は紙幅の制約のためほとんど斉合的調整プロセスの考

察に限定されている。

2伝統的な物論バランス調整プロセス

　本節から第5節にいたるまでの分析的枠組は，η個の

分計化された財（ん，あ＝1ヂ・・，π）をそれぞれ唯1種類の固

定的生産方法で生産する，古典的な単1計画期間投入産

出体系に限定され’る。すなわち，産出列ベクトル，最終

需要列べクトル，投入係数＝投入ノルマ行列をそれぞれ

灘＝［ω1，…，働］，忽＝［Ψ1，…，働］，孟＝（α励）とすると，初

期モデルは単純な物財＝多数財バランス（瓢nB）

　　κ＝測串＋写　　　　　　　　　　　　．（2．1）

によって表現される。理論的考察にさいしては，以下で

はゑはproductiveで，簡単のために暫は正だと仮定

する。このとき，初期モデルが一意正数解が＝（1一

・4）一勉（1：η次単位行列）をもっことは，既知の事項に

属する。こうした枠組のもとでは短期計画編成の2一レ

ベル調整プロセスは，中央計画当局と生産諸単位とによ

る生産計画ガの導出過程として構成される3）。生産単

位としては，複数の財の生産を担当する部門¢，ゴ＝1，…，

観；m＜η）を考える。ゴ部門が生産する財の番号集合は

　　功＝｛んゴー1十1，…，婦；ん。＝0，ん皿＝箆（3’＝1P…，7π）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2．2）

と定義する。したがって，分計財全部の番号集合｛1，…，

η｝を1Vと定めれ，ば．

　　　　　
　　N＝∪耳ノ；瓦∩功一φifガ・←∫　　　（2．3）
　　　　ゴ＝1

部門別の産出列ベクトル，最終需要列ベクトル，投入係

数行列をそれぞれ

　　勘r［堀ん∈耳ノコ，駒＝［詞展」研ノ］，

3）　　［16］，［19］，［20］o
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　　砺＝（隔ノん∈域，ん∈殉

と表記すれば，初期モデル（2．1）は次式と等価である。

　　　　　
　　鈎＝Σ砺勘＋蝋仁1，．…，吻．　　　（2・1’）
　　　　ゴ尋

　さて，初期モデル（2．1）あるいは（2．1’）の解を近似す

るための，集計一分野手続きを含まない斉合的調整プロ

セス，すなわち伝統的な物財バランス調整プロセスは，

一律に1ラウンドの遅れ，をともなう，有効需要原理にも

とつく産出量調整方程式によって要約される。すなわち，

孟＝0，1，2，…をイタレーションのラウンドを示す番号と

すると，

　　灘‘．F・4即‘十鯉；

　　　　　　　
　　∬乞，β．、＝Σ砺¢〃＋跳（ゼ＝1，…，呪）・　（2・4）

　　　　　ゴ＝1

この方程式をソ連型計画法の理想型として解釈してみよ

う。初期時点における情報所有構造については，第1に，

計画当局は最終需要についてのみ完全な情報をもち，第

2に，各部門は自己の生産に関連する技術係数にかんし

てのみ完全な情報をもつ，と仮定する。計画編成作業は，

計画当局が《統制数字》£却〉③を決定し，それ’をゴ部

門におろすことからはじまる（ゴ＝1，。・・，ηz）。プロセスの

オラウンドは次の2つの段階からなりたっている。

i・ゴ部門は計画当局から示達された産出目標”μの達

成に要する投入財必要量靭，‘＝魂ゴ紛，¢σ＝1，…，切を

計算し，それ’を計画当局に申請する（ゴ＝1，…，ηz）。

ii・計画当局は，この申請をもとにして各財の有効需要

総計を算定し，それとバランスするように6＋1ラウン

ドの産出目標を定め，それを各部門に示達する。すなわ

ち

　　　　　　　　　劣乞，‘．・＝Σ靭，8＋雪¢（ぢ＝1，。・・，7氾）．

　　　　　ゴニ1　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　定義により，上式が（2・4）式と等価であることは明瞭

であろう。プロセスは理想的に考えれば次の終結条件を

みたす最小のラウンド6＝Tにおいて閉じられる。

　　1κ‘．・一澱‘11＝Σ隔・・一刎くε（ε：微小正定数）・

　　　　　　　ん＝1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2．5）

以下では，こうしたプロセスの特徴を次節からの議論に

必要な限りにおいて確認しておく。

　まず安定性について。εド亀一がと定義すれば，（2・1）

式と（2，4）式の差をとることによって次式をうる。

　　ε‘＝1引」ε‘＿1＝…　＝ノ4むεレ　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2．6）

。4についての仮定より，孟→。。のとき，溜→0だムらε‘

→0。すなわち，十分長く反復を重ねれば伝統的プロセ
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スは数学的には初期値勘＞0のいかんにかかわらずが

に収束する。

　次に収束速度について。あまり多くない反復回数でプ

ロセスを閉じようとすれば，五は所与であるから，（2・3）

式より収束速度は1εol，すなわち初三下が解にどれほど

近いかに決定的に依存する。すなわち初期解が解に近け

れば近いほど，収束速度は速くなるといえよう。これは

計画当局の統制数字の与え方によって，伝統的プロセス

の収束速度が決ま6てくることを意味する。しかし，こ

のプロセスには，この統制数字を解に近づけるようなメ

カニズムは内威されていないのである。

　最後に情報流量について。ソ連型の伝統的プロセスの

6ラウンドにおいてダ各ゴ部門は［絢ゴμ＝1，…，鵬］とい

うπ個の数値を計画当局に低達し（総数で観個），．計

画当局は部門全体にたいして．謬というη個の数値を発

信する。したがって，プロセス全体においては，総数

π（T十2）十㎜π（丁十1）個の数値が流れることになる。既

述のごとく反復回数丁が小さいという保証はないし，

財数ηは実際にはきわめて多いとみなしうるから，部

門数鵬がπと比較して十分小さいとしても，情報流量：

は叫と規定されて膨大になろう。しかも，このプロセ

スが垂直的情報交換しか含まないということは，一層情

報処理弛め矛盾を強めるであろう。

　以上にみられるごとく，ソ凹型の伝統的プロセスは，

数学的には適切に定義されているが，現実的かつ合理的

な短期計画編成という観点からみるとはなはだ不適切だ

といえよう。もちろんいくつかの問題点は，伝統的プロ

セスを水平的情報交換のみからなる1一レベルの調整プ

ロセスとして再解釈すれば，回避することができる。す

なわち，まず，各ブ部門は自主決定した産出目標即あ8の

達成に要する投入財”砿‘を計算し，それを各ゼ（キの部

門に向けて提案する；次に，6部門は他部門からの需要提

案をもとにして自己に属する財の総有効需要Σ¢綿＋

貌を計算し，什1ラウンドの産出目標砺，‘＋1をそれに

等しく定める（ぎ部門は銚についての情報を保有すると

して）。このように分権的に再解釈された伝統的プロセ

スは総情報流量をπ＠一1）（T十1）へと減少させるし，

そこでは各部門の自律的活動，部門間直結も認められて

いる。しかし，第1に，各部門がまったく自律的に定め

る勘は解に近い保証はないから，収束速度は一般的に

はのろいと判断される。第年に，こうした短期調整は，

肝胆経済のマクロ的安定化ということと有機的に連動し

ていないから，国民経済全体の運動径路を不安定なもの

とするかもしれない。したがって，われわれは，こうし

Vo1．31　No，1

た欠陥を除去するのみならず，垂直的情報流量をできる

だけ低め，水平的情報交換をもその内部に包含するよう

な調整プロセスの検討に移行せねばならない。

3物財バランスの集計一分計調整プロセス

　伝統的プロセスは，分計化されたミク，ロ・バランスの

みの反復過程から成立していたが，ここで取上げる2一

レベル集計一分半調整プロセスは，集計的なマクロ・バ

ランスと分計的なミクロ・バランスの双方を逐次的に反

復・結合することから成り立つ，短期計画編成の斉合的

調整プロセスである。

　まず集計原則すなわち財の統合ルールと集計ウェイト

を規定することから議論を始める。以下において単1集

計財と複数集計財の2つのばあいを考えるが，η個の分

計財を1つの集計財に集計するときには，財の統合ルー

ルは問題とならない。複数集計財のばあいは，各集計財

は各部門に属する財を統合したものとする。このとき，

財の統合ルールは（a2）と（2．3）によって示され，否集計

財は唇部門財とされる。各分配下の集計ウェイト＝価格

について．は，第1に，収益的なフルコスト原則によって

形成され’ること，第2に，価格は固定的であること，第

3に，各部門は，プロセス開始に％立ちすべての財の価

格について明瞭な情報を保持していること，以上の3っ

を仮定する。したがって，分計時の価格行ベクトルと付

加価値行ベクトルをそれ’それP＝（p1，…，p偽）凋＝（砂1，

…，”のとすれば次の等式が成立している。

　　P＝P五＋ひ；ひ＞0，P＞0．　　　　　　　　（3．1）

各ゴ部門に属する財の価格ベクトルはP，＝（Pゐ／ん∈功）

によって表示しておく。価格以外の経済的情報の初期所

有構造については，第1に，計画当局は各部門の最終需

要総額玲（寓p概）（単1集計財のばあいは7＝pμ）に関

する正確な情報をもち，第2に，各ゴ部門は自已の生産

に関連する・4昂物について完全な情報を保持する，と

仮定する。

　さて，以上の準備のもとに，複数集計財のばあいにつ

いて，初期モデル（2．1）あるいは（2．1’）の解の近似を目

的とする集計一分計調整プロセスを記述しよう4）。プロ

セスの6ラウンドは次の4つの段階から成る。

L各ゴ部門は，自主決定した産出：量吻，‘を用いて，部

　4）　瓜yAKHHグループの研究は，ほとんどの揚合

初期モデルを価値的物財バランスとすることによって

すすめられてきたが，以下は［9］を参考にして価格体

系を明示しつつ彼らの試みを再構成したものである6

なお［11；PP．64－67］，［12］参照。
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門的集計産出量る，εと部門的集計需要量蕩あ‘（ぎ＝1，…，

況）を計算し，それらを計画当局に提案する（ただしX〃

の提案は診＝0のばあいに限られる）。ここに

　　x，，虚＝Pゴのゴ，虚；x乞ゴ，‘＝P毒勉プ，‘（靴ゴ＝・ノ現ゴ”ゴ）・（3・2）

ii・計画当局は部門提案をもとに，マクロ投入係数を作

成し，次の部門連関バランス（赫OB）としての《マクロ・

バランス》を解く。すなわち

　　　　　　の
　　X雄、＝Σα卿X〃．、＋r距一1，…，吻；（5・3）
　　　　　　ゴ＝1

　　α¢，，8＝・κ¢ゴ，‘／2rあ‘；】Z名＝P¢鯉盛・　　　　　　　　　　　　（3・4）

そして，この解xあ‘．、をもとにして，《マクロ均衡化乗

数》を算定し，それらを各ゴ部門に向けて送付する5）。

すなわち

　　ζゴ，‘＋1＝2雪こノ，‘＋1／孝ノ，‘（ゴ＝工，…　，ητ）．　　　　　　　　　　（3．5）

iiL各ゴ部門は，マクロ均衡化乗数を老慮した部門別

の分計需要量亀瀞＝ζゴ，‘＋1錫あ‘（脂1，…，切を計算し，

それらを各ゼ部門（硅のに提案する。

iv・各日部門は，次の《ミクロ・バランス》によってジ

什1ラウンドの産出目標職融を決定する。すなわち
　　κ¢，‘．FΣ勘，8＋忽¢；

　　　　　　れ
　　靴．FΣ4zゴζ〃．・”ゴ，8＋雪乞；（客1，…，呪）・

　　　　　　ゴ＝1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3．6）

　単1集計財のばあいには，マクロ・バランス（3．3）は

1元1次方程式となり，それに応じてマクロ均衡化乗数

は均斉化されるから，ミクロ・バランスも単純になる。

すなわち，それぞれ次のようになる。

　　2ヒ「‘＋1＝α‘2ビ「‘＋1十yl　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3．7）

　　α茜rP∠4の‘／、P劣‘，7＝P写，　　　　　　　　　（3．8）

　　ζ8＋1＝2r‘＋1／悉（。Y8＝」P¢8），　　　　　　　　　　　　　　（3．9）

　　の‘＋1＝」4ζε＋1⑳8＋鉱　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3．10）

　ここで，ζあるいはζゴをマクロ均衡化乗数と呼ぶこ

との意味を確認しておく。そのためにはより単純な単1

集計財のばあいを検討すればよい。．（3・7）ぞ（3・8），（3・9）

式より次式をうる。

　　ζ‘＋1＝】Z／（1一α‘）2r‘＝pgr／（P劣‘一P11κ8）．　　　（3．11）

上式は，ζε＋1がミクロ産出量を碗に一時的に固定した

ときのマクロ二心要一マクロ純供給比率をあらわすこと，

　　5）　（3，3），（3．4）式をまとめて

　　　　ζ¢語志‘＝Σζあ‘．、鴎ゴ，‘＋r謳＝1，…，切

　と記せば投入係数を計算する必要はない。しかしより

　現実的な観点よりすれば，計画当局は投入係数につい

　ての情報を蓄積しておくべきであろう（例えば，中・

　長期計画モデルと短期計画モデルとの整合性をチェッ
　クするために）。
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および娩を部門内，部門間を問わず一律にζε＋1倍して

やれば一時的なマクロ均衡が達成されることを意味する。

複数集計財のばあいの働は，ζを部門連関めみを考慮

して部門＝集計財別に詳細にしたものに他ならない。そ

レて，伝統的プロセス（2・4）と（3．6）ないし（3．10）式とを

比較すれば明瞭なように，このマクロ均衡化乗数の導入

が集計一分計調整プロセスの核心をなすのである。．この

点を念頭において，以下プロセスの基本的な特徴を調べ

る（単1集計財のばあいのプロセスと複数集計財のそれ

をそれぞれプロセス必，プロセス忽と略記する）。

　第1，プロセスの有意性。伝統的プロセスと違って，．

集計一分計調整プロセスにはマクロ・バランスが導入さ

れている。それゆえ，プロセスが意味をもつためには・

新たに導入されたマクロ・バランスは一意正数解をもつ

こ．とが必要である。われわれの設定した分析的枠組のも

とでは，この要件は必ず充たされる（初期解が正である

として）。すなわち

（P1）　プロセス語とプロセス海のそれ，それのマクロ・

　バランスは，固定価格系Pが収益的なフルコスト原

　則によって形成されさえずれば（付加価値ぴがとにか

　く正であれば），それらは一意二藍解をもつ6）。

マクロ・バランスが正数解をもてば，定義によって，均

衡化乗数は正となり，次のラウンドの分計的な生産目標

が正となる。そして，プロセスが定常解をとるとき（勘

＝κ虚＋1），均衡化乗数はことごとく1となり，ミクロ・

バランスが初期モデルの解を与えることも容易に看取さ．

れよう。

　第2，安定性。プロセスめの収束の十分条件は妥当

なものであるが，プロセス海のそれは経済的妥当性を

欠くものである。すなわち

（P2）　プロセス通は任意の収益的なフルコスト原則に

　よって形成された固定価格系のもとで収束性を有す

　る7）。

（・・）プ・セス漁固定儲系痴4・夢（甚・＜

・）・い・条件・充たす鵬大域的棘性・有す

　る。またマクロ・バランスの解法に伝統的プロセスを

　採用し，さらにその解として第1次近似解をとると

　すれば，P五く（47－1）P廻0．41Pのもとで収束する8）。

プロセス沈の収束条件は経済的にみて妥当なものだと

はいえないが，上の命題はあくまで孟→。。のばあいの大

域的収束性に関するものであって，そこがらただちにプ

6）1数学付録1参照。
7）数学付録2，［14］，［111P・294］参照0

8）　数学付録3，［5］参照。

’
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ロセス濡が無意味だと判断するのは早計である。すな

わち，もしプロセスの最初の数ラウンドにお、・て，初期

解が解に急速に近づく，ないしはマクロ・バランスが急

速に安定化し均衡化乗数がことごとく1に近接するなら

ば，プロセス沈は伝統的プロセスとほぼ等価なものと

なる。したがって，このような揚合には，プロセス濡

は任意のフルコスト原則のもとで発散することはほとん

どないといえよう。かくして，問題はかかるメカニズム

がプロセスに内蔵されているかどうかという点に集約さ

れる。

　第3，収束速度。伝統的プロセスの収束速度と一般的

に比較秤量することは困難だが，集計一分計調整プロセ

スは次のような単純な原理にその合理性の基礎をおいて

いる。すなわち

（P4）　プロセス必は，初期解が一様に解の定数倍であ

　れば（澱。＝彦劣＊，南＞0，為キ1），マクロ均衡化乗数の作用

　によって最初のラウンドで収束する（∬1＝」じ＊）。そし

　てこのとき，プロセス通は伝統的プロセスよりはや

　く収束する9）。

（P5）　プロセス瀦は，部門別初期解が部門別学の一

　斜な定数倍であれば（∬ゴ，o＝砺紛＊；砺＞0，砺≠1；ブ＝1，

　・・，吻，マクロ均衡化乗数の作用によって最初のラウ

　ンドで収束する（κ1口恥＊）。そして，砺≠砺σ＋のであ

　ればプロセス泥の収束速度はプロセスぬのそれより

　｝まやし、10）o

これら2つの命題は，1）南ないし砺の1からの乖離が

大きいほど伝統的プロセスと集計一分計調整プロセスの

収束速度の差は大きくなること，2）プロセズ通は初期

　9）　謁。＝あがとすると（3．ユ1）式より（pκ＊＝p。4が

十P写に注意）

　　　ζ1＝四／為P（∬一∠4）卯＊＝1／鳶．

したがって（3．10）式より

　　　∬1＝島一1肋＊十写＝・・4が十雪；∬1隔κ＊．

た≠1であれば伝統的プロセスでは明らかに∬1中κ＊．

10）　¢あ。＝勧卯ゴ＊ならば，マクロ・バランスの定i淺

式より
　　　曜乞，、x¢㌧Σゴαガ㈲ζゴ，、）乃＊＋銑

　　　　　　　　　　　　　　　　　（ゼ＝＝1，…，η乞）．

ただしX♂＝画鈎＊，蕩ゴ＊＝P¢∠4¢ゴ⑳ノ，砺ゴ＊＝端ブ＊初5＊．

Xノ＝Σαげる＊＋銑（仁1，…，勿および命題（P1）よ

りζあ1が一意的正数であることに注意すると砺ζガ＝
1；ζゴ，1＝1／乃ゴ（ゴ＝1，…，η⇒をうる。

　したがって・これらを（3・6）式に代入すれ犀
　　　澱‘，、＝Σ《ゴ馬一1解ゴ＊＋雪名（づ＝1，・r・，？η）；

　　　」じ1＝劣＊．

碗半勺のときプロセスめと伝統的プロセスにおいて
”1≠がであることは明らかである。

Vo1．31　No。1

解が解から一様でないとしても同一方向に乖離している

ならば，伝統的プロセスよりも特に有利であること，3）

先の収束条件のばあいと異なり，収束速度の加速化とい

　う側面からみるとプロセス濡の方が一般的にはプロセ

ス通よりも有効だということ，などを含意している。

かくして，プロセス瀦は収束条件の非現実性にもかか

わらず，それは急速に収束すると期待することができる。

　第4，情報流量。集計一分計調整プロセスは，計画当

局が分計量を一切扱わないとすれば，計画当局と部門と

の間におけるマクロ集計量の垂直的情報交換および部門

間におけるミクロ分計量の水平的情報交換の両者を同時

に含む。プロセス沈の孟ラウンドで，各ヴ部門は［濁ゴ／

瞬1，…，呪］という呪飼の数値を計画当局に提案し（全

部で観2個），計画当局は部門全体にたいして［ζゴ〃＝1，

…，呪］という窩個の数値を伝達する。さらに各ブ部門

は［ζゴ⑳乞ゴ／乞；1，一・，7泥］というπ個の数値を各砲≠の

部門に伝達する（全部でπ＠一1）個）。したがって，1ラ

ウンドの垂直的情報交換量は塑＋況2（プロセス通では1

＋窺2）で水平的なそれはπ＠一1）で．ある。允が糀より

十分大きいとすれば，プロセス海における1ラウンド

の総情報流量，とりわけ垂直的情報流量はソ連型の伝統

的プロセスよりかなり少なくなるとみてよい。分権的に

解釈された伝統的プロセスと比較すれば，垂直的情報流．

十分だけプロセス瀦の流量は多いが，この事情は収束、

’速度にかんする上記の議論ならびに前節での討議に照ら

してみれば，問題点とならない。

　以上にみられるごとく，集計一会計調整プロセスは，

数学的には若干適切に定義されない部分をもつが，前節

で述べた限りにおける伝統的プロセスの問題点をことご

とく解決するものだといえよう。加うるに，計画当局は，

安定的なマクロ計画バランスを保有するから，短期計画

と中・長期のマクロ計画とを円滑かつ合理的に連動させ

ることもできよう。

4・集計一分計調整プロセスと生産価格

　集計ウェイトとしての価格が収益的なフルコスト原則

に準拠して形成されるとすれば，集計一分計調整プロセ

スは一定の満足的な作動を示すことは，これまでの討議

によって明瞭であろう。しかし，フルコスト原則一般は

多くのクラスの価格類型に妥当する。したがって，ここ

ではさらに論をすすめて，プロセスの一層の合理的な運

営という見地からみて，すなわち，第1に計画当局の介

入を最小限にとどめることによって垂直的情報流量を少

なくする；第2にプロセスの収束速度をはやめる，とい

の

毫
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う観点からみて，フルコスト原則はどのように特定化さ

れるべきかを問題とする。

　ところで，価格の形成とその運用方式とは計画経済論

の主要な係争点をなしているが，これまでの議論を通じ

てえられる1つの結論は，少なくとも理論的には，生産

価格タ．イブの価格が生産フォンド利用の効率化，効率的

技術選択，部門間の利害の平準化などを促進する機能を

もつということである。それゆえ，さしあたりわれわれ

は，．生産価格タイプの価格が集計一分計調整プロセスの

一層の合理的運営という課題といかに係わっているかを

調べるべきであろう。そのために，生産価格タイプの価

格として，最も単純な流動フォンドモデルによる「生産

価格」を選ぼう。すなわち，グを正の「生産価格」行

ベクトル，γ＊を正の均等利潤率として，（3・1）式を次式

に置き換える。

　　p＊藁（1十γ＊）p＊ノ4．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4．1）

・4は先の仮定に加えてi且decomposableとする。この

とき・4のフロベニウス根をα＊とすれば，α＊＝（1十γ＊）一1

でP＊はα＊に属するフロベニウス行ベクトルとなり，

p＊，〆はともに正かつ一意である11）。

　フルコスト原則を（4・1）式に示され’るような「生産価

格」原則に特定化するならば，単1集計財の揚合の集

計一分計調整プロセスについて次の2つの命題をうるこ

とができる。

（P6）　固定価格が「生産価格」だとすれば（P＝P＊），

　最初のラウンドを除いてマクロ均衡化乗数は常に1に

　等しい（ζ‘．1＝1，ご二1，2，…）12）。別言すれば計画当局

11）且を次のように再定義する必要がある。すな
わち

　　　4雌1）・たは且一4楓

ただし，4：通常の投入係数行列，」：労働投入係数

行ベクトル，C：個人消費係数列ベクトル。もちろん，

瑚暫，Pはこれらの定義に応じて適当に再転釈されね
ばならない（［15］参照）。

12）　p＊∠4＝α＊p＊ならば

　　　　ρ＊且κ‘　．P＊犀L＊
　　　α‘＝　　　　　　　ニ　　　　　　　　　　　　　一α　．　　　　　P＊劣‘　　P＊澱‘

　　　　　　　　　　P＊卸
　　　　．●．　　ζ‘÷1＝　　　　　　　　　　　　　　¢＝0，1，…）．
　　　　　　　　（1一α＊）P＊錫

一方，ミクロ・バランス式より次式をうる。

　　　　　　　　P＊蜜
　　　P＊κ‘＝＝　　　　　　　　　　　　α＊P＊筋．、＋P勉
　　　　　　（1一α＊）P＊亀一、

　　　　　　P＊〃
　　　　　＝膏¢＝1・2ヂ”）・

　　　　∴　　ζε＋1＝1¢ニ1，2，…　）．
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　は初期ラウンドに関してのみプロセスに介入すればよ

　い。

（P7）・4がさらにdiagonalizableだと仮定する。こ

　のとき，P＝がとする集計一分計調整プロセスの収

　束速度は，伝統的プロセスのそれよりもはやい13）。

　したがって，最初のラウンドに関してのみ集計一分計

　調整プロセスを用い，その後はプロセスを伝統的プロ

　セスに切換える斉合的調整プロセスは，p＝p＊のば

　あいに収束速度は最急である14）。

上記2つの命題の共通点は，集計一分計調整プロセスは

最初のラウンドにおいてのみ登揚し，その後は伝統的プ

ロセスに切換えられるという点にある。ここでの伝統的

プロセスを分権的に解釈されたものとすれ’ば，かかる切

換えは，初期解が最初のラウンドで計画当局によって著

しく改善されるという条件下では合目的的だといえよ

う。そしてこの条件が充たされうることを既述の命題

（P4），（P5）と上の2つの命題は示しているのである。

これら2つの命題を複数集計財の揚合に直接的に延長す

13）単1集計財プロセスでP＝P＊としたときのζ、
をζ1＊＝P＊写／（1一α＊）P＊κoとする。伝統的ゲロセス

（2．4）の2っの近似解系列を｛分δ，｛錫と定め次のこ

とを仮定する。すなわち
　　　遼⑤＝ζ、＊κo；P＊診。＝α＊P＊£o＋P＊響，

　　　£0半ζ1＊κ0；P＊露0≠・α＊ρ＊廊0一｝一P＊罫

6¢薫亀一が，亀＝・亀一がとおく。P＊X（2，4）式と上記

第1式との差をとり，P＊・4＝α＊P＊に注意すればP＊60

＝αP＊60をうる。しかるに0＜α＊〈1だから，P＊60
＝0．一方，P＊δo＝0とすれば廊。＝ζ1＊κoとなり上記の

仮定と矛盾する。ゆえにp＊δ≠0．

　ここで，・4の固有根をλ1，…，煽（え1＝α＊），これらに

属する固有行ベクトルをそれぞれ、p1，…，　pπ（pFPつ，

固有列ベクトルをそれぞれ夢1，…，鰍とし，さらに

pんを第ん行とする行列を君働を第ん列とする行列
をざとする。このとき，仮定により24＝∠2（∠＝
diag｛λ1，…，λ％｝）だから，4＝2－1∠」⊃で，∠4‘＝P－1∠‘」≧

したがって2層1＝ぎに注意すれば，（2．6）式は次のよ

うにかける。

　　　εε＝盈‘ε・＝Σλん‘（Pんεo）蜘

　　　　　　　なニユ
　　　一眠［（P＊εo）鰍急（嘉）‘圓・・］・

α＊がフロペニウス根で荊がフロペニウス列べクトノレ

（仮定より正）だという点を考慮すれば，上式は．P＊εo

牛Qのときイタレーションの経過とともに［コ内の
第1項（絶対値正）がii酬の大きさを支配していくこ

とを示している。しかるにp＊60＝0，p＊葦≠0だから任

意の‘≧Tに対して1｛6‘IIくli釧とする整数丁が存在す
る（［19；PP．5－6］参照）。

14）　旧注より明らかである。
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ることはできないが，P＝P＊のときには総生産量が安

定化するから，部門別生産量も変域が固定されることに

よらてより安定的になるといえよう。

　さて，以上においてP＊，γ＊は所与とされたが，計画

当局がそれらを集中的にみいだす情報処理能力を有する

とすれ，ぱ，そもそも初期モデルを一挙に集中的に解くこ

ともできるはずである。したがって，P＊，〆を求めるた

めの何らかの価格調整プロセスを考えなければならない。

その．ようなものとしては，次の価格調整プロセスがあ

る15）。すなわち，”を任意の正の固定された産出ベクト

ルとして

　　　　　P直　　　　　　　Pホ∠4（Po＞0）・　　　　　　　（4・2）　　P‘＋1＝
　　　　　P‘∠4¢

均等利潤率γ‘の算定は計画当局の課題とし，各論の価

格の設定を各部門に委任する，とみなせば，上記のプロ

セスは単1集計財のばあいの集計一分計プロセスと同様

に解釈することができる16）。多かれ少なかれ近似解に

甘んじるとすれば，このようなプロセスを垂直的には1

回だけ実行すればよい。

　ところで，価格系が固定的で所与だということは，こ

れまでの議論全体の問題点でもある。したがって以下こ

の点を若干考察しておく。いま，もし付加価値ρが固

定的だとすると，伝統的プロセスと双対的な生産物価格

調整プロセスを考えることもできるし，集計一分計調整

プロセスと双対的なそれを定式化するととも容易にでき

る＠ε，雪，∠4，Pをそれぞれ勉，ひ，∠4’，のに変えればよい）。

後者の揚蓋には，マクロの価格関係とミクロのそれとの

相互調整問題を油鼠的に考察することもできよう（もっ

とも，今度は価格のかわりに産出量を固定量として与え

なければならないが）。、しかし，いずれにしろ付加価値ひ

が与件とさ．れることにかわりはない。したがって，次に

われわれはこの0の合理的編成をも内包する集計一分

計調整プロセスの検討を行なわねばならないが，その前

にこれまでの予想がどの程度の確からしさを有している

かをシミュレーショZによって調べてみたい。

5．シミュレーションの結果

　物財バランスの集計一分計調整プロセスの作動を具体

的に調べるために，ソ連邦1966年産業連関バランスの

15）　［15；P．90］の（24）式でB＝4とすれば；（4・2）

式をうる。

16）　7‘＝画（劣一4切／p‘・4んだから，単1集計財プロ

セスの偽，ζε＋1，且，、P，劣‘をそ起それ，1十γ‘，1＋γ‘，4’，

瑚P‘で置き換えてやればよい。
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15産業部門，76産業部門加工表17）を用いて数値実験を

行なった。その結果について述べる前に次の4つの注意

を与えておきたい。第1に，データは当年購入者価格表

示だから，初期モデルは価格タームの多数財バランスで

あり，価格節は66年購入者価格毎を1としたときの

それからの乖離率を示す価格換算係数，すなわちいわゆ

る《価格インデックス》である18）。第2に，4，蜜に関し

て理論的考察で設けた諸仮定は実験では無視し，データ

通りの数値を用いた（したがって五の対角要素はゼロで．

はないし，鯉には負の成分も含まれている）。第3に，

15部門表を用いるさいにはゴ価格pんの算定のために，

「労働力部門」を付加した（その投入係数行ベクトルと列

べクトルは，それぞれ賃金投入係数，乱入消費係数を成

分とする）。第4に，数値計算における初期解について、

は，解の近傍から成分別にランダムに±10％の範囲で

種々の初期解を設定するばあいを中心とし，さらにその

他のばあい（1／2が≦”o≦3／2が，偲。＝初に関しても計算

したが，以下では主として各プロセスのもつ傾向性を示

す代表例をとりあげるにとめる。

　第1表は，15部門表を利用したばあいにおける各プ

・セスの緬不均衡の三値繍11澱‘．・一即ε11＝Σ1ω脚

一詔ん，‘iをll躍一劣。｝1を100として表したものである19）。

第2表は，76部門のケースにおいて同様の作業を行な

った結果である（伝統的プロセスの収束速度が比較的速

いばあいを摘出した）。これらの表とそれに付随する計

算結果より次の諸点を確認することができた。

　第1。初期解，価楮類型（PとP＊），集計財数（単1と

複数），初期モデルの規模＠＝15，76）のいかんを問わず，

集計一分計調整プロセスの収束速度は，伝統的プロセス

のそれよりも速い（ε＝1億ルーブリとした時の収束にい

たるまでの伝統的プロゼスのラウンド数は，集計一分計

プロセスのそれの約15f》4倍である）20）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝

17）15部門表は，Trem1，　V・α（ed・），8伽碗85伽

80麗θ6伽P協一〇π‘P脇απα勿3お，New　York，1977の75

部門表（pp．10－24）を集計したものである（なお同書pp．

52－54参照）。76部門表と投入係数については，Trem1，

V．G．86αZ．，　Tんθ36剛θ伽γθ〔ゾ孟んθSo”∫θ6θ60πo呪〃，

New　YQrk，1972のデータを用いた（PP．430－511）。

18）　［3］参照。

19）集計一分計調整プロセスのばあい，1隣＋1一澱‘II

の推移は11隅一が1のそれと絶対量においてほぼ等し

く対応するが，伝統的プロセスのときはそうではない

（特に最初のラウンドにおいて）。すなわち後者では，

最初のラヴンドでは見かけ上計画不均衡の絶対額が他

のプロセスと比較して小さくなる。

●
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，
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第1表　計画不均衡の推移＝15産業部門（π＝・15）のケース

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：％）

伝統．的

vロセス

集計一分計調整プロセス

単・集計財　1環計財（一・）

当年価格 当年価格・華剣当鞭格・生雛型

ご＝0

　1

　2

　3

　4
　5

　6
　7

100

71

54

42

33

26

20

16

100

25

　9
2．5

1．6

0．71・

0．25

0．13

100

21

　9
3．6

1．7

0．69

0．31

0．14

100

19

7。3

2．9

1．2

0．48

0．19

0．08

100

17

6．8

2．8

．．1．1

0．46

0．19

0．08

第2表計画不均衡の推移176産業部門（苑＝76）のケース

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：％）．

伝統的
プロセス

集計一分計調整プロセス

単1集計財 9集計財（ηz＝9）

当年価格1当年儲・生産儲1当輸格・生師格・

ご＝0 100 100　　　　100 100　　　　　100

1 33 14　　　　　12 6　　　　　　6

2 19 4．2　　　　　2．9 15　　　　　1．3

3 9 1。0　　　　0，90 0．33　　　0．25

4 4．4 0．48　　　　0．30 0．09　　　　0．07

5 2．2 0．15　　　　0．12 0．02　　　　0．02

6 1ユ 0．06　　　　0．02 0．01　　　　0．00

7 0．52 0，02　　　　0．01 0．00　　　　0．OQ

　第2。集計一分計調整プロセスは，最初のラウンドで

とくに著しく計画不均衡を減少させる。これに対応して

マクロ均衡化係数も最初のラウンド以後ただちに安定

状態に入る。第1表で15部門単1集計財（P＝P）のばあ

いζεは1・019→0・998→0・999→㌧1・000→……（P＝P＊のと

きζ1＝1・015），第2表で76部門・単1集計財（Prρ）の

ばあいのそれは0・9568→1．004→0．998→1．000→……（P謳

P＊のときζ1＝0．9572）と推移している。複数集計財のと

きも各ζあ‘は同様の動きを示す。．すなわちマクロ・バ

ランスは，急速に安定化する傾向があり，この特性が集

計一分計調整プロセスの収束速度を速めているといえよ

う。

　第3。三思を「生産価格」P＊にとったときには，66

年価格Pとしたときより，プpセスは改善される傾向
があるが，． ?Pの度合はあまり大きいものではない。こ

れは五の対角要素をぜロとしないで実験を行なったた

47

20）　本稿とは異なった問題意識とデータとにもとづ

いて行養われたシミュレーションの結果については，．
［1］，［19；PP．740］参照。

めである（そうする揚州でも，プロセスの2ラウンド目

までは改善はあまりみられないが3ラウンド目以降はP

のときに比して急速に不均衡を是正する）。

第4。複数集計財のプロセスは，ゑが数学的な収束の

十分条件を充たしていないにも・かかわらず，実験のあら

ゆる郵政において収束した。しかもこのプロセスは第2

表の76部門・9集計財のケースに端的に示されている

ように，単1集計財のプロセスよりも，規模においても

率においても不均衡を著しく改善する（76部門5集計財，

3集計財のときは9財のばあいよりも次第に劣ってくる

が，単1集計財のばあいよりは優れている）。また複数

集計財のプロセスの数学的収束条件をゆるめるために，

マクロ・バランスの解を第1次近似解にとめることは，

厳密解をもとめるときと比較すると収束のラウン，ド数を

約し5～2倍にする。

　第5。第1表，第2表からも看取され，るように，最も

収束速度の速いのは，P〒Pホとした複数集計財のプロ

セスで．ある。

　以上より，われわれの予想は，ほぼもれなく妥当なも

のであったこと力晴取されよう21）。

6．最適物財バランスの集計一分計調整プロセス

　これまでの考察は，斉合的調整プロセスへの集計一分

計手続の導入をめぐるものであったが，本節では問題へ

の最：適化論的接近の可能性を探る。初期モデル＝最：適々．

財バランス（0瓢B）としては，代替的生産方法・稀少資

源ストック・結合生産の存在を容認する，ノヴォジロフ

型の線型計画問題を採用する。

　まず記号を一括して次のように（再）定義しておく。ん

∈亙：財（生産物，資源ストック）の番号とその集合；5∈

8：生産方法の番号とその集合；句：ゴ＝1，…，呪部門に

属する生産方法の番号集合（8＝u句，亀∩角’＝φifゴキの；

g為8，．α蘭，08：8生産方法のん財産出係数，ん財投入係数，

労働投入係数（非負）；彩がん財の最終需要量マイナス初

期存在量（以上与件）；∬、：3生産方法の活動永準；妬，

”ん：ん財に関する不等式の等式への変換のための補助変

数；物：苑財の評価係数（生産物価格，資源ストック評

価係数）（以上変量〉。

21）　なお，（42）式による価格計算については，利

潤率γ‘が2回目のラウンド以降ほぼ安定状態に入る

ことを確認できた。がの組成に関しては，計算公式
において固定フォンドと減価償却とが無視されている

ため，重工業部門の価格水準が総じて低く見積もら．れ

ていることを論意しておきたい。

〆
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初期モデルは次の労働支出最小化問題である。

　　minΣ6、劣、
　　　　ε∈8

　　Σ（9ん3一αゐ8）ω、≧忽ん（ん∈E），必、≧o（8∈8）．

　8ξs
ここでの課題は，

（6．1）

　　　　　　　　この初期モデルを集計一分計手続を導

入しつつ分権的に解決する計画編成様式の定式化である。

かかる試みを従来の価格論の系譜上に位置づけようとす

れば，集計ウェイトとして（双対）価格系をとるばあいに

関心を向けるべきであろう。実際，こうした集計一分計

調整プロセスを構築することは可能であり，それは1）

変量の集計化のみを含むプロセス，2）変量と制約量の両

者め集計化を含むそれ，という2つのタイプに分類され

る。後者について1ま別の機会にふれたので22），本稿では

前者のぼあいを取上げる23）。プロセスの’ラウンドは次

の4つの段階から成立している（計画当局は脇について，

各部門は自己に属する生産方法についてそれぞれ正確な

情報をもっているとする）。

i・各ゴ部門は，伯主決定した活動水準鞠診にもとづき，

各財の純需給：量忽砿‘と部門的（超過）利潤乃，‘を計算

し，計画当局に伝達する（情報流量は全体で＠＋1）呪）。

　　写んゴ，FΣ（伽8一αん8）¢、，‘，17ン，FΣπ、，‘¢、，8．　（6．2）

　　　　8ε8’　　　　　　　　　　　　　　　8∈8’
ただしπ、，‘＝ΣPん，ε（伽8『αんε）一・、．

　　　　　　胤∈∬

ii・計画当局は次の利潤最：大化《マクロ・モデル》を解

き，その解であるマクロ均衡化乗数ξあ‘．1を各ゴ部門に

伝達する（情報流量：は呪）。

…｛毒［1乃，‘ξ，一β，（ξゴ．一1）勿一蟻・謡｝

　　ξゴ≧0（ゴ＝1ジ・・，？π），？る為≧0（ん∈E）　　　　　　　　　　（6．3）

ただし∠婦＝筋一Σ〃んあ8ξ，＋砺でβゴ，9①は正定数。

iiL各ブ部門はまず次の部門的利潤最：大化《ミクロ・モ

デル》を解く。すなわち

　　瓢ax｛Σπ、，‘砂、一9Σ∠、，‘2｝

　　　　ε∈8’　　　　　　　 8∈8’

　　詔8≧0，”8≧Q（3∈8ノ）．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（6．4）

ただし48，‘躍（q海8一αん8）（侮‘ξ，，‘＋一必8）十”8で9は正

定数。

この四病虚＋1をもとに予備的純需給量衡，‘．1を（6．2）第

1式と同様にして計算し，、それを計画当局に伝達する

（情報流量η祝）。さらに，前ラウンドでえられた鞠，εと

この診3，a＋1とをそれぞれ1一γ，γ（0＜γく1）の比重で加重

平均して，¢8，‘＋、を形成する。すなわち

22）　［18コ，［23］参照。

23）　以下は［11；PP．308－316］に若干の再解釈を施

したものである。
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　　即8，‘＋1；＝（1一γ）の3，‘十ナ診8，‘＋1・　　　　　　　　　　　　　　　　（6．5）

iv・計画当局は需給法則により，評価係数を改訂し，さ

らに（6．5）式と同様な修正を行なう。すなわちαを正定

数として

世一坤卿・（　　　　祝聖一Σず彫．、　　　’；1）い・鼠

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（6．6）

　　Pん，8＋1漏（1一γ）」Pん，β一トγ2う為，露＋1，　ん∈E　　　　　　　　　（6・7）

そして，このp婦．、を各部門に伝達する（情報流量η観）。

　以上の集計一分計調整プロセスは，分解原理（問題分

割），逐次無制約最適化法（制約条件の目的関数へのたた

きこみ），勾配法（評価の需給法則による改訂法），ゲー

ム論的混合戦略形成法（プロセスの安定化法）などを結合

することによって定式化されている。このプロセスは，

有意であり定常解は最適解を与える。さらに特記すべき

は，初期モデルの最適解が一意的で，プロセス・パラメ

ータが条件

　　　　　2　　．　　　　　　　　　　　2
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（6．8）　　　　　　　　または　　α＜　　　　　　　　　　　　γ＜
　　　9／90＋鵠　　　　　　　　　　　　　　α（9／90＋m）

をみたすときには，プロセスが局所的収束性を有するこ

とである24）。またマクロ均衡化乗数の作用と制約条件の

たたきこみとによって，プロセスは最初の数ラウンドで

反復近似解を最適解に近づけると期待されよう。ところ

が，このプロセスでは，第1に，（6・3），（6・4）式をみれ

ばわかるように計画当局は分計的な制約量とすべての財

の評価係数とを取扱わなければならない，第2に，各部

門は2度にわたって分計的な純需給量を報告する必要が

ある（したがって情報流量も多い）。もちろん，これらの

難点を解決するような集計一分計調整プロセスを構成す

ることはできるが25），そのときには今度は局所的収束性

さえ数学的には保証されない。しかし，斉合的プロセス

についての議論を援用すれば，こうした揚合を含めて集

計一分計調整プロセスを最初の1，2ラウンドでのみ用い，

後は各部門間の相互の情報交換によって各部門が分計的

なミクロ量を自律的に決定するプロセスに移行すること

が老えられる。この構想の成否ぽ各マクロ均衡化乗数

ξ，，8が急速に安定化する（1に近接する）かどうかにかか

っている。しかし既述の問題点およびこの点にたいして

より立入って理論的かつ実験的に検討することは本稿で

は今後の課題とされる26）。

24）　［11］のTeopeMa　n．4．1とTeopeMa　n5．1と

を適用することによってただちにここでのプロセスの

有意性と局所的収束性とをうる。
25）　　［18］，［23］，［11］o

の

，

劃
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7．結 語

　以上短期計画編成の集計一分計手続きについて，二合

的調整プロセスから最適調整プロセスへと辿ることによ

ってその1側面を考察してきた。この作業を通じて次の

諸点を確認することができる。第1に，．合目的的な集

　　　　　　　　　　　　　　　　り計一分計調整プロセスは，従来の社会主義価格論の主要

な潮流，すなわち生産価格；最適価格論を形成する流れ

と斉合的にリンクされうる。第2に，．2一レベル集計一分

計調整プロセスから1一レベルの分権的な調整プロセス

へと移行することは短期計画化にとって妥当なものであ

り，計画当局のマクロ的決定と各個別単位のミクロ的決

定とを共に急速に安定化させるのみならず，マクロ的安

定性を損うことなく各個別単位がミクロ面の合理的な最

終決定を自主的に行なうことを可能にする。この点は周

知のBrusの《分権モデル》構想を基礎づけるものだと

いえよう27）。第3は，解析的な保証の不十分性は，必ず

しもプロセスを不合理にするものではないこと，および

経済的，現実的見地からみて妥当なプロセスをまず構成

する方法態度が重要だということである。

　しかし，われわれの考察は，第1．に伝統的プロセスの

種々のヴァリアシトとそれらに対応する集計一分前調整

プロセス28），第2にレレベルの集計一分計調整プロセ

ス29），などの検討を含んでいないという点において不十

分なものである。これらの問題領域の検討は別の機会に

譲らざるをえない。　　　　（一橋大学経済研究所）

数学付録

1．’ iP1）の証明σプロセス必については，謬8＞0とす
れば，仮定よりP／4＜Pだから次式をうる。すなわち
　　α‘＝P∠4劣‘／Pκ‘＜Pπ‘／Pκ‘；1；α‘＜1．

プロセス沈についてはまず記号を次のように定める。

26）　［11］は経験的には最適集計一分計調整プロセ

スは他の最適プロセスよりも遅くなったことはないと

述べているが，実験結果の記述は不明瞭である。

27）　このような移行をおこなわないときには，集

計一分計調整プロセスが集権的に閉じられると考える
ことも可能である。この場合は，集計一分計調整プロ

セスは《集権モデル》を「改善」する用具として位置

づけられる。瓜yAKHH等のこの点に関する議論は暖
昧である（［11；PP．11－13コ）。

28）伝統的プロセスの非線型化と動学化につ刃・ては

［2］参照。また［11］には集計一分計調整プロセスの

多様なヴァリアントが含まれている。

29）　本稿で示した2一レベルプロセスはすべて1一レ
ベルに修正されうる（［11］参照）。

軸）・ρ一 iP㌦）・ぜ㌦）・

　θ鵬＝（1，…，1），

　　　　（1）　　（殉

このとき
　ε瓢ん＝θ肌角ズ‘（ρ鴎）一・＝P孟オ‘（飯‘）一・

　　　　＜Pズ‘（飯‘）一』θ窩；

　1國1≡maxΣ曲あ‘＜L
　　　　　ゴ
以上よりプロセス諮，沈のマクロ・バランスはともに
κo＞0であれば必らず各ラウンドにおいて一意正数解．を

もつ。

2．（P2）の証明。プロセス通は定義により
　のε＋1＝4（P∬‘＋1／P劣‘）κホ十写

と表現しうる。次の記号を導入する。

（a．1）

ρ＝diag｛P1，…，Pπ｝，　e＝（1，…，1），　ω‘≡ρの‘／Pκか

　　　　　　　　　　　　　（1）　　＠）
（a・1）式にρを乗じ，さらにP範＋1で除すと
　ω‘＋1＝ρ・4ρ一1砂‘十P卸／P∬8＋1 （a．2）

をうる。（a．1）式に左からPを乗じてP娩＋1を求め，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（a．3）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　したがって
穿＞0に注意するとM＞0．一方ερΨ＝P9であること
を考慮すれば，容易にe・M＝εをうる。すなわち1匠． ﾍ
正マルコフ行列である。それゆえωo＞0（¢o＞0）のとき

ω‘は一意的にω＊＞0に収束する。このときP＞0に注
意すれば娩→謬＊¢」→。。）が成立する。

3・（P3）の証明。まず記号を定める。

　　X＝diag｛X1，…，　X皿｝，　y’＝［r1，…，｝7皿］，

　　ζ＝［ζ1，…　，ζ糀］．

プロセス沈の6ラウンドのマクロ。バランスの解法に
伝統的プロセスを適用した場合のζ‘めτ近似解ζεω

は次式で定義される。すなわち
　　X‘ζ‘＋1（τ）＝孟‘X‘ζ直＋1（「一1）十】乙　　　　　　　　　　　（a．4）

ただしζ蘭ナ1（o）鵠1，ζ猛＋・（τ）＝ζ昂＋1¢＝1，・一，拠）とする6

碗＝鵡一劣＊，亀＝ζ‘一e房（プラ．イムは転置をあらわす）と

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れおくと挽とがの定義により次式をうる（－eη’＝劣に
注意）。

　　ε‘＋1＝∠藍。ま㌧ζε＋1＋9グー（．4が十劉）

　　　＝且オ‘（6‘＋1十θ皿’）一五が

　　　一直＋雌6、．、．　　　　　（a5）
二方，6‘刊ωは，e飢’＝現一1P絢，　r＝・P（が一4が）であ

ることに注意すれば，（a．4）式を用いて次のように表せ

る。すなわち
　　ε‘＋1（τへ＝・】r‘一1｛！皇‘X‘ε虚＋1（τ『1）十∬（．4－1）」ρε‘｝．　　（a．6）

ただしf＝％司，互＝ρ・4ρ一1。約束により6己＋1（τ）＝6ε＋1，

εε÷1ω＝0だから，上式で反復代入を繰り返すことによ

って

・銅一x’（嵩棚・一・）画　（・・）

それを上式に代入すると（1＝¢ω‘に注意）
　　砂‘＋1＝・4ω‘十（四）一1ρ鯉・（θ一θ・4）ω‘

をうる。ただし・4皇」β。4ρ一1．したがって，

　　翌＝・4＋（P写）幽1」⑳・（θ一θ・4）

とおくと

　　ω‘＋1罵伽‘＝…＝盟ε＋1ω0

をうる。、ρ＞0，P＞P∠4より∠4≧0，θ〉θ孟．
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をうる。（a．5）式にρを乗じて上式を代入すると

・・一陣三一く嵩義・）f（・一・）］…

済

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（a．8）

　［］内の部分をしとおく。1四1＜1であれば，診→◎。

のときんε→κ＊である。さて，容易に確かめられるよ
うに1Lβ葛・Xバ11【く1，1函1＝斗．それゆえ

1・11・1【畑互1（渤｝π1｝・）（11恥）

　　　　　　　　　ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　＝、一。（2一α㌦ατ＋1）ただし・一i叫

p。4＜pよりα＜1である。したがって，τ→Oo，

ちマクロ・バラン．スで厳密解を求める揚合には，

だから，

である。すなわち

　　　凶＝maxΣPんα醜Pゼ・＜三；P恥く三P．
　　　　　　　　　・κ　　ん　　　　　　　　3　　　　　3

（a．9）

鵯　ずすα
劣‘→κ＊ i6→Oo）の十分条件は2α（1一α）一1く1

τ＝1のときの十分条件はα（2一α一α2）（1一の一1〈1をα

について解けば与えられる。すなわち
　　　1レ4il＜4丁歪『一1廻0。41；pオ〈（4－2一一1）」p．

文 献

　　［1］　ApxaHreπbcKH茸，　K），　C．，　BaxyTHHcKH営，14．只．，

刀〔yAKHH，　JI．1＞i．　H双p．，　qHc調eHHble　盟ccJle双oBaHH兄　Me－

To双oB　HTepaTHBHoro　ε町「perHpoBaHHH　ノ風ππ　pe田eHH牙

3a双aq匠Me》Knpo双yKToBoro　6鋤aHca，《ABToMaTHKa　H

Te』eMexaHHKa》，　Nq．7，1975，

　　［2］　BarpnHoBcKH銘，　K．　A．，　OcHoBbI　cor丑acoBaHHH

n汀aHoBblx　pe1HeHH茸，ハへ．，1977．

　　［3］　Be丑KHH，　B．刀：．，∂KoHoMHqecKHe　H3MepeHH只H

nJIaHHpoBaHHe．ハ八．，1972．

　　［4］　BaxyTHHcKH薩，　H．兄，刀〔y八K匿H，　JI．瓢．，　H工eHHH－

K6B，　B．　A．，レITepaTHBHoe　arperHpoBaHHe　B　HeKoTopb【x

OnmMa刀bHbIX　3KOHOMHqeCKHX　MOAe朋x，《∋，　M　M》，

Bbm．3，1973．

　　［5］　BaxyTHHcKHH，レL月。，　KacnapcoH，　B．　A．，双oKa．

3aTeJ！bcTBo　cxo双HMocTH　Mo皿HΦHuHpoBaHHblx　npoue－

ccoB　HTepaTHBHoro　arperHpoBaHH賃　ノM月　MaTpHu　c
MaJIo藍HopMo員，《∂．ハへ．ハへ》，　Bbln．4，1977．

　　［6］　瓜eMH八eHKo，　H．　A．，　np琵MeHe朋e　MeTo八a　HTe－

paTHBHoro　arperロpoBaHH兄　K　paculHpeHHo茸　Mo八eπH
Me》KoTpacπeBoro　6a諏aHca，《∈）．M瓢．》，　Bbm．3，1977．

　　［7］　刀〔y双KHH，　JI．1＞L，　C胚cTeMa　pacqeToB　onTHMa一

刀bHoro　HapoAHoxo3H負cTBeHHoro　nJIaHa．ハへ，1972．

、

研 究 Vo1．31　No．1

　　［8コ　双y双KHH，　JI・1》L，1・IBaHKoB，　C．　A．，3KoHo珂Hqe－

cKaH　n　reo蟹eTpHqecKaH　HHTepnpeTauHH　npoロecca　HTe－
PaTHBHoro　arperHpoBaHHH，《∂．ハへ．ハム．》，　Bbin　2，1975．

　　［9］　八y双1〈HH，　JI．1W．，　Pa6HHoBHqレL　H．，　HTepaTu－

BHoe　arperKpoBaHHe　八汀H　HaTypaJ1bHoro　Me｝Knpo双y－
KToBoro　6aJlaHca，《E）．ハ八．ムへ．》，　Bbln．4，1976．

　　［10］　刀：y双KHH，　JI．ハ生．，　KacnapcoH　B．　A．，0606［耳eH－

HbIe　npoueccbI　HTepaTHBHoro　arperHpoBaHH5｛双π”pe田曜

eHH矧　c置cTeMbl　ypaBHeHHH　Me）Knpo双yKoBoro　6aπaHca，

《ABToMaTHKa　H　Te迎eMexaHHKa》，　No。2，1979．

　　［1エ］　刀ly双KHH，　JL飢，（pe几），　HTepaTHBHoe　arperH－

poBaHHe　H　ero　npHMeHeHHe　B　n刀aH且poBaHHH，．1＞1．，1979，

　　［12コ　KpacHoceπbcKK藍，　IM．　A．，　OcTpoBcKH茸，　A．　K）．，

Co60πeB，　A．　B．，　O　cxo八HMocTH　MeTo双a　o双HonapaMeT一．

pHqecKoro　arperHpoBaHH5｛，《ABToMaTHKa　H　TeπeMexa－

HHKa》，　No．9，1978．

　　［13］Φe双opeHKo，　H．　n．（pe江．），　C胚cTeMa　MoAe講e茸

onTHMaJlbHoro　nJlaHHpoBaHH∫1．御伴，ユ975．

　　［14］　LUeH朋KoB，　B。　A．，　BπoqHロ荊MeToA　pe田eHH只

cHcTeMbI刀eHe益HbIx　ypaBHeHH藍60πb田。曲pa3MepHocT賭，
《3．ハへ．ハ圧．》，Bbin．6，1965．

　　［15］　Br6dy，　A．，　Propoγ6∫侃3，　pγ乞6θ3απ♂μαπη伽g．

Amsterdam，1970，
　　［16コJohansen，五。，五80伽γθ30π呪αoγoεooηo幅。　pZ侃一

π伽g（Pαγ孟2）．Amsterdam，1978．

　　［17］　Kornai，　J．，“Man－machine　planning，”Eoo一

π07πゼ03〔ゾ．P‘απ幅πg，　No．3，1969，　pp．209－234．

　　［18］　Kuboniwa，　M．，“On　the　optimization　ap－

prQach．to　socialist　planning　and　pricing，”エ）ゼ∫o賜∬ぎ。π

翫pθγ8θγぎθ∫No．19．　IER　Hitotsubashi　University，

March　1979．

　　［19］Manove，．M．，　and　Weitzman　M．　L．，“Aggre－

9atio且for　material　balancesガ”」伽γπ〔激ゾ（加ゆαγα．

伽θEo侃。η己ぢ03，　March　1978，　pp．1－11，

　　［20］．Montias，　J．　M．，“Planning．　with　material

balances　in　SQvieトtype　economies，”五ηLθr∫oαπEoo一

ηo漉。．R顔8ω，　December　1959，　pp．963－985．

　　［21］　MQntias，　J．　M．，“The　aggregation　of　cqntrols

and　the　a11toロomy　of　subordinates，”Jo鉱γπαZ．qプEoo一

ηoηLぢ6皿θoγ写，June　1977，　pp，123－134．

　　［22］　岩田昌征『社会主義の経済システム』新評論，

1976年。

　　［23］　久保庭真彰「計画経済への最適化論的接近法」

関恒義編『現代の経済挙（下）』青木書店，1978年。

　　［24コ　望月喜市「ソ連の経済計画の改善と数学利用」

『経済研究』第27巻第2号，1976年。

○

●

’

■


